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今週の玄米入荷情報
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■１世帯の米購入量UP、 ㎏単価DOWN           8月の家計調査

総務省は、8月の家計調査結果を公表（10/9）。
（いずれも全国の2人以上の世帯における1か月あたりの数値／価格は税込）

「米」の支出金額は4か月ぶりに増加。 2,803円 （前月比＋61円＝＋2.2％）。
購入数量は2か月連続の増加で、4.66㎏（＋0.45㎏＝＋10.7％）。精米㎏あたりの平
均価格は2か月連続の低下、601.01円（▲50.53円＝▲7.8％）。

㎏単価をシンプルに5㎏換算すれば3,005円。

■一方、パン・麺でも、値上げ必至。
輸入小麦の政府売渡価格はウクライナ・イラン・円安で
大幅上昇

農林水産省（9/9）、2026年10月期（26年10月～27年3月）
の輸入小麦の政府売渡価格を、5銘柄平均で前期比＋

12.0％のｔあたり7万20円に決定。引き上げは2期連続で、
ウクライナ戦争勃発時に迫る水準。

アメリカの干ばつとウクライナ戦争の激化で上昇がつづく
小麦の国際価格、イラン戦争で急騰した海上運賃、加速
する円安などがそれぞれ反映された。
※製粉最大手の日清製粉㈱は12/19納品より業務用小麦

粉の特約店向け価格を値上げする。パン・麺メーカーも値
上げとなる兆し。
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